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特集

訪問看護はどのように意思決定を�
支援し、実現するか
「願い」を問う、つなぐ、�
叶える
　「意思決定支援」という言葉は広く知られ、使われるところになりました。そのよ
うななか、病院と地域などの働く場所の違い、職種の違いにより、「使う人によって
その実践のイメージが異なる」と感じられることが増えているようです。たとえば、
療養場所や治療の選択を「問うこと」だけを取り出してそれを「意思決定支援で
ある」と語るケース、チェックリストやフローチャートで合意形成を図るようなケースも
あるのだとか。確かに意思決定支援を分節化したといえるかもしれませんが、そ
の全てを表したものでもなさそうです。
　訪問看護の意思決定支援とは何なのでしょうか。本特集では、あらためてその
あたりを考えます。ただ、私たちが重きを置きたいのは、願いをすくいあげ、その
願いが出る背景を尊重しながら「いかに実現したか」という実践の部分です。実
践者の方 の々事例を通し、浮き彫りにしていきます。

事例報告｜�訪問看護師はいかに願いを問い、�
つなぎ、実現するか

❶高砂裕子（南区医師会訪問看護ステーション）
❷團野一美（訪問看護ステーションひなた）
❸中島朋子（東久留米白十字訪問看護ステーション）
❹野崎加世子（岐阜県看護協会立訪問看護ステーション高山）
❺福田裕子（まちのナースステーション八千代）

対談｜訪問看護の語りから見える実践
◉村上靖彦（大阪大学教授・現象学）
◉山本則子（東京大学大学院教授・在宅看護学）

※一部変更となることがあります。
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編集後記

食支援の大きな柱である「外食」
サポートのため、障害者対応

可能な全国レストランガイドとして、摂食
嚥下関連医療資源マップ（http://
www.swallowing.link/）が公開されて
います。特集最後にご参照まで。●春
から書籍課に異動していますが、同じ
編集部で働くことに変わりありません。こ
れからもどうぞよろしく。…青木

は じめまして米沢と申します。今月
号から弊誌担当になりました。

学会・取材等でお会いできればと存じ
ます！…米沢

食 支援って連携力が試されるも
のなのだなあと思わされまし

た。確かに、介護食やとろみ調整食品、
ゲル化剤の進化は凄まじいですし、摂
食嚥下ケアのエビデンスの蓄積にも目
を見張るものがあります。個人の技術
を洗練させることで「食支援」が実現
できるのではなく、多様な専門職と一
緒に力を発揮することでそれがようやく
叶うのだと気づかされました。今回の
特集に登場されている方たちも皆、や
はり上手な連携を築いていらっしゃいま
すよね。●春から編集部も新たなチー
ム。連携力を上げねば。…小池
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